
第 4学年 4組 図画工作科指導案 

 

１ 題材名 「ようこそ！４－４WPSへ」 

 

２ 題材について 

 粘土は子供たちにとって身近な造形の材料である。これまで子供たちは油粘土や土粘土を使い、想像

力を働かせながら、思いのままに形を変えて作りたいものを表す活動や、できた形を友達と鑑賞しあう

活動をしてきた。しかし、液体粘土は日常生活ではあまりなじみのない材料であり、子供たちにとって

初めて出会う題材となる。また、液体粘土はこれまでの粘土と違い、布を固めたりほかの材料と組み合

わせたりするなどの新しい使い方ができる。そのような、未知の材料との出会いや新しい表現方法に挑

戦する楽しさを味あわせたりしたいと考え、本題材を設定した。 

 本題材は、学習指導要領第３学年及び４学年の目標（１）「進んで表現したり鑑賞したりする態度を

育てるとともに、つくりだす喜びを味わうようにする。」（２）「材料などから豊かな発想をし、手や体

全体を十分に働かせ、表し方を工夫し、造形的な能力を伸ばすようにする。」にあたる。これを受けて、

内容 A の（２）イ「表したいことや用途などを考えながら、形や色、材料などを生かし、計画を立てる

などして表すこと。」ウ「表したいことに合わせて、材料や用具の特徴を生かして使うとともに、表し

方を考えて表すこと。」と構成されていて、「布を液体粘土で固めることを楽しむ」活動から、「固めて

できた形とほかの材料を組み合わせてできる表現を楽しむ」活動へ移っていく中で、作りたいもののイ

メージをもち、自分の想像した世界を立体に表す活動である。 

 「布を液体粘土で固めることを楽しむ」活動では、液体粘土で布を固めるという未知の活動との出会

いを大切にして、液体粘土の楽しさを伝えるようにする。「早くやってみたい」という子供たちの気持

ちを高めることで子供たちは題材に新鮮さを感じ、楽しみながら活動することができるだろう。「固め

てできた形とほかの材料を組み合わせてできる表現を楽しむ」活動では、子供たちが発想を広げながら

材料との組み合わせを試すことができるように、子供が持ってくるもののほかにもいろいろな身辺材を

用意しておく。また、接着にはボンドを使うので、使い方を掲示物にしていつでも見ることができるよ

うにする。接着の方法を知ることで子供たちは安心して活動することができるだろう。 

 本学級の子供は男子 17名、女子 19名の活発なクラスである。図工学習にも意欲的で、楽しみながら

製作活動に取り組んでいる。一方で、製作することは楽しんでいるが出来上がったものに自信がなく、

「これでいいですか」と何度も聞いて来ることも多い。そこで指導にあたっては、子供たちが楽しく発

想を広げながら作品作りに取り組めるように、「旅行会社の社員になっておすすめの場所を紹介する」

という場面を設定して学習を展開する。導入の時間では「おすすめの場所」と聞いて考えられるイメー

ジをイメージマップやコンセプトアートにして子供たちの興味・関心を高め、おすすめの場所へのイメ

ージをもたせる時間を十分に取るようにしたい。製作の途中では「この場所にはこんなものがある」「こ

の場所ではこんなことができる」というイメージをもちながら材料を選んだり組み合わせたりするよう

に話をする。また、作品の中にその世界にいる自分を紙粘土で作って入れるようにする。そうすること

で、子供たちはより自分の作った世界に愛着をもち、もっと飾り付けてみたいという欲求が生まれると

考える。子供たちが活動を楽しみながら、自信をもって思い思いの世界を表現できるようにしたい。 

 

 

 



３ 題材の目標 

○自分の想像した世界を液体粘土で表す活動を楽しむ。       （造形への関心・意欲・態度） 

 ○自分の表したい世界を思い付き、液体粘土や他の材料を生かして、形や色、組み合わせなどを考え

ることができる。                           （発想や構想の能力） 

○材料を切ってつないだり組み合わせたり、いろいろ試しながら表し方を工夫することができる。 

（創造的な技能） 

 ○自分の気持ちを話したり、友人の話を聞いたりしながら、作品のよさや面白さなど表現の工夫した

ところを感じ取ることができる。                       （鑑賞の能力） 

４ 評価規準 

関心・意欲・態度 発想 技能 鑑賞 

 自分の考えたおすす

めの場所を液体粘土で

表す活動を楽しもうと

している。 

 自分のおすすめの場

所を思い付き、イメージ

に合った材料を集めて、

形や色、組み合わせなど

を考えている。 

 色を塗ったり材料を

組み合わせたり、表現の

仕方をいろいろ試しな

がら表し方を工夫して

いる。 

 作品に対する気持ち

を話したり聞いたりし

ながら、作品のよさや面

白さなど表現の工夫を

見つけている。 

 

５ 指導計画（６時間扱い 本時３／６） 

時間 子供の活動 教師の支援・指導 

１ 

 

 

○液体粘土の使い方や表現方法を知り、布

を固めて遊ぶ。 

 

・教師の演示をもとに、布に液体粘土を浸す手

順や注意点などを知り、活動のイメージをも

てるようにする。 

２ ○おすすめの場所と聞いてイメージできる

ことを発表し、イメージマップを作る。 

○液体粘土で固めたい形を考えて、コンセ

プトアートを描く。 

・子供と話し合ってイメージマップを作ったり

いろいろな世界の風景写真を見せたりして、

イメージが広げられるようにする。 

３ 

（本時） 

 

○布を液体粘土で固める。 ・班に一つ布を浸すための容器を用意し、ダイ

ナミックに活動できるようにする。 

・布を吊るすための場所を確保し、使ってもよ

いことを知らせる。 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

○固まった形に色や飾りをつけて、形をつ

くりかえる。 

 

 

 

○紙粘土でその世界にいる自分をつくる。 

・絵の具で着色してもよいことを知らせる。 

・いろいろな身辺材を用意してだれでも使える

ようにする。 

・戸惑っている子供には、どんなことをイメー

ジしているのか聞いたり質問したりして、イ

メージがより広がっていくような声掛けを

する。 

・友達の作品を見る時間を作り、いろいろな表

現方法に気付けるようにする。 

６ ○友達と作品を見合いながら、互いのよさ

や面白さを感じ、伝え合う。 

・材料の組み合わせなど友達の作品のよいとこ

ろを付箋紙に書き、交換できるようにする。 



６ 研究の視点 

視点１ イメージを膨らませるための工夫 

○おすすめの場所を紹介する 

 子供たちが自分のイメージを楽しみながら形にしていけるように、「旅行会社の社員になっておすす

めの場所を紹介する」という場面を設定して学習を展開する。「おすすめの場所」という言葉から連想

してイメージマップを作り、山や川などの自然の風景や城などの人工物などいろいろな場所を考えるこ

とで、作りたいものがなかなか思いつけない子供も友達の意見を聞くことができ、安心して取り組むこ

とができるだろう。「おかしの城」や「恐竜の住む森」など、架空の場所を作ってもよいことを話した

り、世界中の珍しい風景の写真を見せたりすることで、より想像を深めていけるようにする。 

 

○コンセプトアートを描く 

作りたいものが決まったら描いたイメージを自分でコンセプトアートとして絵に描く。作品全体の雰

囲気や色合いなどを詳しく視覚化することで、後に立体として製作するときにイメージがよりつかみや

すくなると考える。前時までに実際に液体粘土で布を固めることを体験しておくことでイメージが広が

り、現実的に製作が可能な形を考えながら描くことができるだろう。描くときは自分が作った液体粘土

の作品や参考になりそうな写真を見たり、実際に持ってきた布や材料を組み合わせたり吊るしたりして

みて、頭の中のイメージと実際の形を結び付けていけるようにしたい。 

また、描いたコンセプトアートは製作の間すぐに見られるところに掲示しておいて、自分の描いたイ

メージを常に思い出せるようにしたい。 

 

視点２ 自分のイメージを表現するための工夫 

○試しの時間をもち、表現を広げる 

  学習のはじめに、試しの時間として実際に液体粘土を使って布を固める時間を作る。液体粘土の感

触の楽しさや様々な使い方ができる驚きを味わい、後の活動への期待や関心を高めていきたい。 

また、液体粘土は今まで扱ってきた粘土と異なり布にしみ込ませるという新しい使い方をするので、

布のたわむ様子や固まる様子を体験することで、作りたい形を作るときにどのようにしたらいいかが

イメージしやすくなるだろう。コンセプトアートを描くときにも試しの時間で作った作品からイメー

ジが広がったり、現実的に近い形を考える助けにしたりするなど、自分の作りたいものをより詳しく

描きやすくなると考える。 

 

○掲示物を活用し、表現方法を知る 

子供たちは液体粘土を扱うのは本単元が初めてとなり、どのようにして布を固めていくのかうまく

イメージできないことが考えられる。そこで、液体粘土の特徴や表現方法を分かりやすく見せるため、

実際に布を固めたものや固める方法を実物や写真に表して掲示しておく。ただ固めるだけでなく吊る

したり詰め物をしたりして布の形を変えるといった表現方法が分かりやすくなり、製作のヒントにな

るだろうと考える。 

また、液体粘土と身辺材を組み合わせる活動では、材料に合った接着のしかたを知ることが必要に

なる。ボンドの使い方を掲示物にしていつでも見ることができるようにすることで、子供たちはスム

ーズに制作を進めることができるだろう。 

 



７ 本時の目標 

（１）目標 

○色を塗ったり材料を組み合わせたり、表現の仕方をいろいろ試しながら表し方を工夫すること 

ができる。                              （創造的な技能） 

（２）展開（３／６） 

学習活動と内容 教師の支援（○）と評価の観点（◆） 材料・資料 

１ 前時の内容を振り返り、本時のめあ

てを確認する。 

 

 

 

２ 液体粘土や芯材を使って、おすすめ

の場所をつくる。 

〔予想される児童の活動〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 友達と作品を見合い、良さを見つけ

る 

 

 

 

 

４ 次時の活動への見通しをもつ。 

○自分で集めた材料や教室にある材料を

使い、おすすめの場所をつくることを話

す。 

 

 

○前時までに作ったイメージマップやコ

ンセプトアートを見て想像を広げ、自分

の世界を自由に表現していくことを伝

える。 

○班に一つ大きな容器を用意して、その中

に液体粘土を入れ、共同で使えるように

する。 

○液体粘土に絵の具を混ぜて色を付けて

よいことを伝える。色を付けたい場合は

別の容器に液体粘土を取って使うよう

にする。 

○用具コーナーに芯材や容器を置いて、誰

でも自由に使えるようにする。 

○戸惑っている子供には、どんなことをイ

メージしているのか聞いて称賛したり

質問したりして、イメージがより広がっ

ていくような声掛けをする。 

◆色を塗ったり材料を組み合わせたり、表

現の仕方をいろいろ試しながら表し方

を工夫している。（創造的な技能） 

 

○友達と作った作品を見比べて、お互いの

よさを認め合えるように話す。 

○工夫した組み合わせ方ができている子

を紹介して称賛し、次時への意欲付けを

図る。 

 

○鑑賞して見つけた友達の良いところを

作品に取り入れて良いことを話す。 

 

 

 

 

 

子供 

道具袋、絵の具、

試しの時間で作

った作品、コン

セプトアート 

 

教室 

ペットボトル、

風船、ハンガー、

端材、針金等の

芯材 

お椀・バット等

の容器 

掲示物、新聞紙、

バケツ 

液体粘土で布を固めて、おすすめの場所をつくろう。 



 

 

教卓（予備の液体粘土） 

４人 ４人 ４人 ４人 ４人 

４人 ４人 ４人 ４人 
吊
る
す 

コ
ー
ナ
ー 

用
具
コ
ー
ナ
ー 

イメージマップ 

風
景
写
真 


